













































































































った。大学 3回生の受講者 19名（男子 10名






表 1 演習の日程と参加学生 





























































































































































































































































写真 6 学習者 Eの後転 
 





学習していた。写真 7 は、3 日目の学習段階
を用いた練習最後の試技であった。準備局面
から一気に後方跳躍回転を発生させることが
できた。これは、研究者の間身体性を前提と
する観察によって、研究者のコツとしての①
②③の動感と類似するものであった。
 
５．おわりに 
 本研究では、先行研究の後転とび学習段階
を基に、動感創発の様態を発生論の立場に立
って指導実践を行った。ここでは、特に学習
段階 4から 5の移行が意図する動感が発生で
きない学習者が多く存在することが明らかに
なった。一方で、その形成位相や発生様態は
回を重ねるにしたがって個別性の原理として
顕在化し、個々の学習者の動きの感じが読み
取れるようになった。「全くできる気がしない」
「後転とびにどう結び付くのか全く想像でき
ない」といった自我中心化の発生分析のなか
にも、多くの動感素材を再認化しようとする
営みが観られる。また、「なんとなくできる気
がする」や「わかってきた」という学習者は
目標の感覚像に向けて一気に発生させようと
動感の探索を活発化させ、私秘的なコツを見
つけ出そうとしていた。この「後方への推進
力を生む踏切技術は上体の動きと腕の振り方
に大きな関係がある」(11-p.416)という解説が示
す動感をどのように発生させていくかという
ことが最大の課題といえよう。「壁蹴り跳躍」
はそのような学習者に呼応する一つの工夫で
はあったが、学習者の偶発位相の促発につな
がっているとは言い切れない。しかし、「なん
となく跳んで回っている感じがする」という
類似性の認識に至った事例も認められた。従
来の学習段階のねらいであった、場面を変化
させる中で形態を徐々に発生させることより
も、学習者の動感に従った形成位相のなかで、
いまどの感じがつかめているのかをテーマに
した即応的な指導が鍵を握っているというこ
とが言える。今後もこのような指導実践と創
発指導を通じて、後転とびの指導法を見直し
ていきたいと考える。 
（みき しんご 人間社会学部スポーツ健康
学科講師） 
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